
 

大分大学医学部附属病院医療安全管理体制に関する細則 

平成２８年９月２７日制定 

平成２８年医学部附属病院細則第４－１８号  

 

 （趣旨） 

第１条 この細則は，大分大学医学部附属病院規程（平成１６年医学部規程第１－２２号）第１

６条の規定により，大分大学医学部附属病院（以下「本院」という。）の医療安全管理体制に関

し必要な事項を定める。 

 

（総括） 

第２条 病院長は，本院の医療安全管理に関する事項を総括し，その体制を確保する。 

 

（医療安全管理責任者） 

第３条 本院に医療安全管理責任者を置き，副病院長（安全管理担当）をもって充てる。 

２ 医療安全管理責任者は，医療安全管理部，大分大学医学部附属病院メディカル・リスクマネ

ジメント委員会，次条及び第５条に規定する医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任

者を統括する。 

 

 （医薬品安全管理責任者） 

第４条 本院に医薬品安全管理責任者を置き，薬剤部長をもって充てる。 

２ 医薬品安全管理責任者は，次の各号に掲げる業務を行う。 

（１） 医薬品の安全使用のための研修 

（２） 医薬品に係る業務手順書の作成 

（３） 医薬品の使用等の情報の収集 

（４） 医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施 

（５） 医薬品の安全管理のための業務に資する情報の整理，周知及び周知状況の確認 

（６） 未承認薬等の使用状況の把握のための体系的な仕組みの構築 

（７） 未承認薬等の使用の必要性等の検討状況の確認，必要な指導及びこれらの結果の共有 

（８） その他医薬品の安全管理に関し必要な業務 

 

 （医療機器安全管理責任者） 

第５条 本院に医療機器安全管理責任者を置き，ＭＥ機器センター長をもって充てる。 

２ 医療機器安全管理責任者は，次の各号に掲げる業務を行う。 

（１） 医療機器の安全使用のための研修 

（２） 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の適切な実施 

（３） 医療機器の使用等の情報の収集 

（４） 医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施 

（５） 未承認医療機器等の使用状況の把握のための体系的な仕組みの構築 

（６） 未承認医療機器等の使用の必要性等の検討状況の確認，必要な指導及びこれらの結果

の共有 

（７） その他医療機器の安全管理に関し必要な業務 

 

 （診療記録管理責任者） 

第６条 本院に，診療記録管理責任者を置く。 

２ 診療記録管理責任者は，診療記録等の記載状況及びインフォームド・コンセントの実施状況

を定期的に確認するものとする。 

３ 前項に規定する確認を行った場合において，その記載状況及び実施状況が不十分と認められ

るときは，診療記録等の記載及びインフォームド・コンセントを適切に実施するために必要な

研修，指導等を行う。 

４ 診療記録管理責任者は，診療科長のうちから病院長が指名する。 

５ 診療記録管理責任者の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。 



 

６ 欠員を生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

 

（雑則） 

第７条 この細則に定めるもののほか，医療安全管理体制に関し必要な事項は，病院長が別に定

める。 

 

   附 則 

１ この細則は，平成２８年９月２７日から施行する。 

２ 第６条第１項に規定する診療記録管理責任者の最初の任期は，同条第５項の規定にかかわら

ず平成３０年３月３１日までとする。 

 

 


